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マイクロシステム(MEMS)研究の経験
1. マイクロシステムとの出会い (学部、修士課程) (1970年度-1972年度)
2. 化学センサ、試作設備の整備 (博士課程) (1973年度-1975年度)
3. 医用マイクロセンサ (助手時代) (1976年度-1981年9月)
4. カスタム集積回路の開発 (助教授時代) (1981年10月-1990年度)
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カテーテル先端 pH、PCO2 センサ (1980年に商品化)
高度管理医療機器
(K.Shimada et.al., Med.& Biol.Eng. & Comput.,18 (1980))
8
9ピロリ菌ウレアーゼ測定器
(中村通宏 : ISFETを検出器とする免疫学的ピロリ菌ウレアーゼ測定器、Chemical 





(Supplement to the J.J.AP.,44 (1975) 339)
修士・博士時代に書いた卒論関係以外の唯一の学会誌論文
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On-chip blood analysis system
(S.Shoji and  M.Esashi., Sensors and 
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(M.Kameyama, T.Haniyu, M.Esashi and T.Higuchi,  An NMOS Pipelined Image 
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Si deep RIE システム








(中村陽登 他、Advantest Technical 






MESAG-100 (Micro Electrostatically Suspended Accelerometer Gyro)
運動制御や航行制御、自立運動ロボットなど (２軸回転と３方向の加速度を高精度同時検出)
(T.Murakoshi, Jpn. J. Appli. Phys., 42, Part1 No.4B (2003) p.2468)    
ロータ径1.5mm 毎分7.4万回転
(高速ディジタル制御で静電浮上・回転)
















(N.Asada et.al., IEEE Trans. 




(H.Matsuo, Y.Kawai and M.Esashi : Jap. J. Appl. 
Phys, 49 (2010) 04DL19 )













(S.Tanaka, K.Isomura (IHI), Power 








































































































(N.Ikegami et.al., J. Micro/Nanolith. MEMS 
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2006年 8/23-25   東京 参加者 280名
2007年 8/22-24 仙台 参加者 80名
2008年 8/20-22   福岡 参加者 150名
2009年 8/4-6       名古屋参加者 100名
2010年 8/5-7       つくば 参加者 211名
2011年 8/9-11      京都 参加者 170名
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SEMI STS セミナー (2012.12) (J.C.Eloy)
77SiTime    Dr. K.Petersen, Prof. T.Kenny 他
(日経エレクトロニクス, 923 
(2006/4/10) 125)  
78
時代・環境の変化 : グローバル化で競争激化 (語学力不足 他)、コモディティ化で技術自
体での差別化困難、リーダも若手技術者も経験・能力不足、縦割り制度で組織間の壁、
形式知化・システム化不足、細分化で融合力不足、他
最近の日本は集団で力を発揮するのが苦手 → 売れるものを作る開発力の低下 → 












































































(室山真徳、巻幡光俊 他、電気学会論文誌Ｅ, 129,  (2009) 450)
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触覚センサの製作工程
(M.Makihata, M.Muroyama et.ai., 2012 MRS Spring Meeting, San Francisco (2012) B3.2)
88














































































91特許の有効活用 (例 : 容量型真空センサ)
(アネルバ技報、11 (2005) p.37)
(K.Hatanaka (日本真空), Technical Digest of 
the 13th Sensor Symposium, (1995) p.37) 
開発
(H.Henmi (リケン), Sensors and 
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A1 電気計測 : ポテンショメータ、光ガルバノ×4 
A2 有線通信 :マイク、ヘッドホン
A3 無線通信 : 真空管ラジオ、トランジスタラジオ
B1 録音 : エジソン蓄音機、磁気記録、真空管テープレ
コーダ
B2 計算機 : 機械式計算機、電卓
C1 真空管 : 各種真空管(送信管他)、持ち帰り用真空
管、真空管のマニュアル
C2 トランジスタ・IC : 真空管からIC、LSIの進歩
C3 バガディの予測 (1964)
D1 光学機器 : 顕微鏡×3、アナログ記録カメラ、8mm
映写機、ビデオカメラ
D2 光計測 : 光高温計、ゴーレセル、測量機



















iCAN (International Contest of Application in Nano / micro technologies)





指文字翻訳機TEMS （Talking Equipment from Manual Sign） : 優勝者, 京都大学
100
2009年6月出版 (彩流社)
技術コラム「若手エンジニアへのメッセージ」 (江刺正喜)
http://www.mmjp.or.jp/tmc-seminar/column/es-column/es-column.html
まとめ
・多様な設備にアクセスできることが必要で、施設は共同・有効利用が不可欠。
設備はスリムで維持できるようにできるだけ自作。
・過去から最新までの情報を集め整理、質の高い(知識)サービスを提供。
・ニーズに応える中で、異分野、異文化(国際、異業種など)を勉強し、自分を磨く。
役に立つ成功体験を持てば遣り甲斐や誇りも感じられる。
・アウトソーシングして結果だけを得ることはせず、バーチャルでなくリアルに実
体験を持つ。
・良いテーマ、適切なアドバイス、もの
づくりできる環境づくりを心がける。学
生を比較して競争させるようなことはし
ない。
・原点から考える。「本来は論文の数よ
りも役に立つことが大切」「古い設備の有
効利用など費用を使わないで成果をあ
げる」「特許は製品を守るため」「競争
的より協調的」。
